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                                     校長 伊 藤 勝 彦  
 

 去る 20 日、令和元年度恵那東中学校合唱発表会がご来賓を初め多くの保護者や地域の方を招いて開催

されました。文化センター大ホールが終始「感動の渦」に包まれた恵那東中学校黄金期にふさわしい合唱

発表会となりました。本年度の合唱発表会スローガンは「響鳴」です。後期生徒会長北原奏愛さんの「一

つ一つの学級、一人一人の生徒が輝きを放ち、響鳴する合唱を創り上げます」の言葉どおり、ステージで

合唱する学級や学年の一人一人の生徒同士が響鳴し合っただけではなく、合唱する生徒とそれを聴く生徒

とが響鳴しあった一体感のある見事な合唱発表会となりました。開会式後の 13 組の合唱「大切なもの」

から最後の全校合唱「ハルノヒ」まで、完成度の高い合唱が披露されました。最後の全校合唱は、ホール

全体に心地よい声が響き渡り、誰もが感動で胸がいっぱいになりました。 

 合唱を聴く者に与えた感動の源となるのは、生徒の一人一人の合唱に対する思いの強さです。よりよい

合唱にしよう、よりよい合唱発表会を創り上げよう。その思いが生徒一人一人の姿から伝わってきました。

指揮者への注目度の高さ、息の揃った曲の始まりと終わり、美しく響くハーモニー、迫力ある声量、豊か

な曲の表情、どれをとってもたいへん質が高く、聴く者を魅了する合唱でした。すばらしいのは合唱する

側だけではありません。聴く側もすばらしい姿がありました。合唱する学級や学年をリスペクトしながら

曲に聴き入る姿が見られました。まさに歌う側と聴く側が響鳴し合った一体感のある姿でした。 

○本日は、とてもすばらしい合唱をお聴かせ下さり、どうもありがとうございました。「感動」の一言です。

講評の先生もおっしゃってみえましたが、3 年生の学年合唱には心が動かされました。堂々とまっすぐ

に伸びる歌声は、3 年間の学校生活で得た自信に満ちた姿そのものでした。すばらしい時間を仲間と共

に過ごしてきたのだと親の私も嬉しくなりました。 (3年生保護者) 

○「串原中学校、生徒が少ないのに一人一人が大きい声だった！」とある夜話してくれました。交流の日

には校内とはまた違った空気を東中生が自然と感じることができたようで、よい取組だったと思います。

各自の想いや目標は心の中で違うかもしれませんが、「響鳴」は親には届いていました。3年生になった

時のみなさんの合唱を楽しみにしています。まとまった歌声をありがとう。 (2年生保護者) 

○どのクラスもとても素晴らしかったです。元気なだけでなく、相手を引き立たせるような強弱のつけ方、

歌う姿勢の足を開くタイミング、指揮者をじっと見つめて皆で創り上げた合唱。どれをとっても素晴ら

しかったです。ここまでくるのに皆、毎日の弛まぬ努力の積み重ねがあったのだろうと思います。その

経験を生かしてこれからもよりよい学校生活を創り上げてください。 (1年生保護者) 

○学年が上がるほどすばらしい合唱になっていました。生徒の成長を感じました。とてもすばらしい合唱

発表会でした。ありがとう！！  (ご来賓の方) 

 多くの方から上記のような声をいただきました。本格的な取組の始まった12月。合唱委員などのリー 

ダーを中心に計画的な練習が行われてきました。他学級や他学年との合唱交流で学び合いも行いました。 

浅井合唱委員長の提案で、初めて行った串原中学校や恵那北中学校との合唱交流会。多くの刺激を受け 

ました。恵那高校高橋教頭先生からのご指導もいただきました。そして、発表会当日はテノール歌手の市 

川汰一さんのすばらしい歌声からもエールをいただきました。本当に多くの方々の支援を受け、今年度 

のすばらしい合唱発表会が創り出されました。何より、第6ス 

テージ始まってからの日常生活の質の高さが質の高い合唱発 

表会を生み出しました。質の高い日常生活から質の高い行事 

が生まれる。まさにその言葉どおりになりました。みなさんが 

こだわってきた質の高い日常生活が基盤にあったたからこ 

そ、恵那東中学校黄金期にふさわしい合唱発表会となりまし 

た。 

 お忙しい中、お越しいただいた保護者の皆様、地域の皆様、 

本当にありがとうございました。 
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